風無き青空　　　

　　　　　　　　　　高野　獨源
平成二十年文月二十七日

　

澄み渡る花火の夜も明けにけり
二十七日（病院に寄せて）

ありがたき初めも終わりも世話になる

師走朔日

師走風ビルに入りても猶寒し
師走三日

冬の日々かわいさ全開ちびまりこ
　　

クリスマス役決め楽しむ子供達
極月空無一切雲

空気乾塵不被運

願我心如斯澄浄

今唯知努力尽分

年の瀬に疾き一年振り返る
年の瀬に疾き十年振り返る
十年如疾風

可能比水流

想昔日不難

惜不達無数
湯けむりに幻見たり冬の旅

山中野天湯心離

時描幻影於脳裏

知去俗世猶心乱

願得俗世之戦気

オルガンに北海道の響き聞く

風琴響想起北国

函館小樽洋亦北

我祖経時於彼地

想我古血於妙曲
秋の歌巡る季節の速さかな
混じり文字ひらがなカタカナ歌詞カード

師走四日

師走る私も走る橋の上
嘆時過是若者心
想過時是老年質
若年不知此時美

可為事多時常密

何知於間隙真時
是愚事然人世律

費年後能知真理

還観斯時美真逸　
師走八日

半月にかかる雲無くオリオン座
半月暮空浮

独輝周雲無

抜人界在園

人観大天宇
子に教う普段気付かぬオリオン座
師走十日

歯が抜けてイーして見せるちびまりこ
空いたところをべろで埋めてる
師走十一日

寒空に野球部つくる学童児
師走二十五日

目が覚めて「サンタが来たよ！」クリスマス

師走三十日

雪見風呂景色いいわね妻が言う
　

雪見風呂チェーン装着覚悟する
師走三十一日

ハワイアンズ流れるプール大晦日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇八（平成二十）年七月二十七日
                                　　至二〇〇八（平成二十）年十二月三十一日
初版発行　二〇〇八年十二月三日  
第二版発行　二〇〇八年十二月四日　

第三版発行　二〇〇八年十二月三十一日
高野出版
高野獨源第一ページに戻る
